
創立30周年記念式典

後期生徒総会

霜月祭（展示）

１階と2階のホールでは、生徒作品の展示が行
われました。今年は学年や教科などの１3団体から
25種を超える作品が出品され、１階と2階のホール
を利用して展示されました。3年生からは、修学旅
行の体験学習で作った美しい「漆器の加飾」や
「修学旅行のしおり表紙絵」、技術の授業で作成
した「LEDあんどん」、美術の好きな国をイメージ
した「観光ポスター」など。2年生は、下田移動教
室で作った「てびねりの器」やその思い出についてまとめた「壁新聞」、美術の授業で作成した「粘土の
空き缶」など。１年生からは「清里移動教室のまとめ新聞」や英語の授業で自己紹介を英語で書いた
「Introduction myself」などが出品され、各学年の日頃の学習や行事、活動の成果が伝わってきました。
また、パソコン部からは「学校紹介ビデオ」、フラワーアレンジメント部からも珍しい花々を使った「アレンジ
メント作品」が出品され、会場を華やかに彩りました。
実行委員会の展示担当の皆さんによる展示が充実していて素晴らしかったという来場者の皆さんからの感
想もいただきました。ひとりひとりの活躍が記憶に残る霜月祭でした。

11月8日(金)の午後に、後期生徒総会がアリーナで開かれまし
た。この生徒総会は、9月に改選された南千住二中第32期生徒会
本部が運営する初めての生徒総会です。各専門委員会の活動方
針、活動計画などを会員である生徒全員が確認し、皆で学校生活
をより良いものにすることを目的としています。総会の司会と議事の
進行は中央委員会で承認された議長団が行い、議長を〇〇〇〇
くん(2-3)、副議長を〇〇〇〇さん(3-2)、〇〇〇〇さん(2-1)が務

めました。
総会では、新生徒会長〇〇〇〇さん(2-1)から「生徒一人ひとりが

生徒会の会員であることを意識して、より良い学校づくりをしていきましょう」というあいさつがありました。議
事の協議は、はじめに、本部役員から生徒会全体の活動方針、また、前期活動報告、第32期スローガン
「小さな一歩で 大きく そして新しく」、後期活動計画などが提案されました。次に各委員会の活動目標・方
針などが提案され、各クラスの討議を経て出された質問や修正意見、賛成意見などが活発に出され、専門委
員長がそれに対する答弁をしていきました。活発な意見交換が行われた後、議長の呼びかけに応じた賛成
者多数の起立で、生徒会本部、さらに各委員会の活動方針がすべて可決されました。総会の終わりには、
「これからの活動にますます積極的に取り組んでいきましょう」と、本部役員〇〇〇〇くん(2-1)からの話があ
り、全校生徒が決意を新たにしました。

そして、午前の部の最後を飾ったのは、3年生の
地域学習劇「OH! MY HUMAN!」です。歴代の神から
数えて3代目となる神も今年で3年目。お馴染みの
サザエさん一家とともに、コントあり、ニュース風演出
あり、踊りあり、さらに波平さんに扮した先生も登場
して、幕末以降の近代史を通して南千住の街を振り返りました。数々のアドリブやギャグと3年生の成長を
感じさせる渾身の演技に会場は拍手とそして笑いに包まれました。楽しく学べる南千住二中の地域学習
劇は観客の皆さんからも毎年大好評。3年生の劇は3年間の集大成と呼ぶにふさわしいたいへん素晴ら
しいものでした。

英語スピーチ

舞台の成功を陰で支えた皆さん
舞台発表はその陰で裏方として働く人々の力なくして成り立
ちません。今年も実行委員や各学年の担当たちが照明や音響、
衣装・小道具・大道具、舞台装置など様々な場面で活躍してい
ました。生徒みんなで力を合わせて作り上げた舞台は大成功
で幕を閉じました。実行委員の皆さん、裏方で働いてくれた皆
さん、ありがとうございました。

霜月祭実行委員の皆さん、お疲れさまでした！

霜月祭（合唱・吹奏楽部演奏）
舞台発表の午後は、学年合唱が行われました。１年生は課
題曲「My Oｗｎ Road～僕が創る明日～」を元気いっぱいに
歌いました。2年生の「地球の鼓動」では、素晴らしいハーモ
ニーが会場に響きました。3年生の課題曲「筑後川より
河口」がはじまると、会場にいたすべての人がその指揮、
伴奏、歌声に圧倒されました。学年一丸となって3年間の
集大成として練習に励んできた成果は美しい歌声となって
会場を包み、聴く人の胸を打つ素晴らしいものでした。感動
で割れんばかりの拍手が会場にあふれました。
南千住二中霜月祭のフィナーレを飾るのは、吹奏楽部の
演奏です。今回は、今年の夏に東京都中学校吹奏楽コン
クールで演奏した「セドナ」から始まり、「ディズニーの50周年
セレブレーション」やワンピースの主題歌「ウイ アー」と人気
曲が続き、アンコールの「パプリカ」まで5タイトルを披露しまし
た。会場の全員が手拍子を送り、心ゆくまでその演奏と
パフォーマンスを楽しみました。

霜月祭の翌日の27日(日)に、南千住第二中の創立30周
年記念式典がアリーナを会場にして、荒川区長や区内の
小・中学校校長、本校歴代の校長などの来賓136名をお
招きして開催されました。開式のことばにはじまり、国歌斉
唱、校長式辞とつづき、西川 太一郎荒川区長、高梨 博和
教育長、茂木弘荒川区議会議長の皆さまからこれまでの歩
みへの賛辞とこれからの活動へのあたたかな励ましの言葉
をいただきました。生徒代表のことばにつづき、生徒会本部

による「本校のあゆみ」をまとめたスライドが上映され、
さらに、3年生全員による合唱「河口」、全校生徒に
よる校歌斉唱で会場は一瞬静まり返るほどの感動
に包まれました。来賓の皆さまからは喜びとお褒め
の言葉をいただき、後日届いた小林 敦子教育委員
の礼状には、「すべてが本当に素晴らしく感銘を受け

ました。特に生徒の声が胸に響いてくる力強さを持ったもので感動しました」とあり、教職員と生徒が力を合
わせて作り上げた式典は大成功でした。

生徒総会の様子。正面に議長団と生徒会役員、
左右に各委員会の委員長と質問者が着席して行われます。

３年生による合唱「河口」 生徒会本部が本校のあゆみを紹介

記念式典のようす


